
苗場山麓ジオパーク構想
日本一の河岸段丘と湧水、そして縄文の里
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火焔型土器

　苗場山麓、その中でも北西に位置するこの地域は、火山活動、河岸段丘の隆起と浸食、活断
層活動、さらには山体崩落によって、その地形が形づくられました。
　火山活動による溶岩流出は、谷状地形などを流れ下ったことが知られています。その際に水
域への流入によって柱状節理が形成したと言われています。
　また、300 万年前の古日本海底堆積物には、カキなどの二枚貝の化石が含まれています。さ
らに 110 万年前の地層からは古型マンモスの臼歯化石が発見されています。
　苗場山麓は、信濃川河川敷の標高 177mから直線距離約 25kmで苗場山山頂 2,145mに至り、
標高の異なるダイナミックな地勢環境が広がります。これら地勢環境は、雪などの気象と深く
関わりながら、豊富な湧水とともに多様な生態環境を形成しています。さらに風穴から吹き出
す冷風は、氷河時代から繁茂していた希少植物群落を育成しています。
　私たちは、この大地（ジオ）と生態（エコ）を背景に生活を繰り広げ、雪という大きな要因
を背景に世界に類を見ない「雪国文化（カルチャー）」を形成しました。
その基層をたどると遥か縄文の時代へ辿り着きます。この素晴らしい
ジオ・エコ・カルチャーの地域要素を “地域の宝物” と認識し、地域
住民一体となった保全活動とそれを教材とした体験型の環境教育や防
災教育を実践する場所が『（仮）苗場山麓ジオパーク』です。

（仮）苗場山麓ジオパーク推進準備室
 新潟県津南町・長野県栄村

拠点施設
津南町農と縄文の体験実習館（愛称：なじょもん）

津南町に残された縄文文化とそ
の伝統民俗技術に着目し、五感
を通してその技術や縄文文化を
育んだ自然環境の尊さを学ぶ
フィールドです。敷地内には、
竪穴住居が建つ縄文ムラもあり
ます。（仮）苗場山麓ジオパー
クのビジターセンターとなる博
物館兼体験施設です。

教育活動 普及啓発活動

ジオツアー

「スノーシューで冬のジオサイトと
カモシカウォッチング」

「小松原の謎を探る」 「津南の地質を学ぶ」

ジオサイトの観察

拠点施設での常設展示や企画展示・講座など小学校の野外学習　

化石ほり体験 2013 年度「大地の履歴から探る災害ー大地と自然、そして人ー」・「苗場山とジオパーク」など

雪国ならではのスノーシューを履いてのツアーや自然観察も含めたトレッキング形式のツアーなど ジオ・ミーティング 

有志グループとの連携 NPO団体との連携

地域一体となった活動


